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表紙説明
　第 30回国民文化祭が10月 31日から11月 15日の約２週　第 30回国民文化祭が10月 31日から11月 15日の約２週
間、県内の各市町村で開催された。本町では11月7・8日、『郷間、県内の各市町村で開催された。本町では11月7・8日、『郷
土芸能フェスティバルｉｎ喜界島』が町体育館で行われ、14・土芸能フェスティバルｉｎ喜界島』が町体育館で行われ、14・
15日は『境界領域のダイナミズムｉｎ喜界島』が自然休養村15日は『境界領域のダイナミズムｉｎ喜界島』が自然休養村
管理センターを主会場として開催された。表紙は８日に出演し、管理センターを主会場として開催された。表紙は８日に出演し、
会場を湧かせた『勝山左義長ばやし保存会（福井県）』会場を湧かせた『勝山左義長ばやし保存会（福井県）』

伝統・郷土芸能に触れる
～第30回国民文化祭かごしま 2015 ～



　
『
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
喜
界
島
』
が

11
月
７
・
８
日
、町
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
伝
統
・
郷
土
芸
能
を
伝
承
す
る
演
者
ら

の
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
町
民
が
駆
け
つ
け
た
。

島
内
で
活
躍
す
る
郷
土
芸
能
だ
け
で
な
く
、
普
段

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
県
外
の
華
麗
な
伝
統
芸
能

を
観
て
、
会
場
で
は
わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采

が
起
こ
っ
て
い
た
。

【
出
演
団
体
・
内
容
】

●

　

▽
喜
界
島
太
鼓
▽
Ｓ
ａ
ｍ
ａ

ｚ
ｉ
ｋ
ｉ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
）
▽
喜
界
島
民

謡
保
存
会
▽
喜
界
高
校
・
中
学
校
・
喜
界
島
ウ
ィ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
吹
奏
楽
）
▽
中
里
子
ど
も

会
（
フ
ユ
ン
ミ
ー
劇
）
▽
志
戸
桶
十
五
夜
会　

●

▽
紅
倫
の
会 

照
屋
倫
子
琉
舞
道
場　

●

▽
あ
べ
や 
阿
部
金
三
郎
・
銀
三
郎
（
津
軽
三

味
線
）　

●

▽
古
田
佳
子　

尺
八
：
村
山

優
山
（
日
本
民
謡
）▽

安
田
民
謡
教
室
▽
上
嘉
鉄
東

集
落
ソ
ー
バ
ン
踊
り
保
存
会
▽
上
嘉
鉄
集
落
八
月

踊
り
保
存
会
▽
赤
連
集
落
薙
刀
踊
り
保
存
会
▽
寿

扇
流　

演
舞
：
塩
道
長
浜
▽
喜
界
サ
ガ
マ
ー　

喜

界
中
学
校
生
徒
▽
川
畑
さ
お
り　

▽
山

本
長
刀
踊
り
保
存
会　

▽
勝
山
左
義
長

ば
や
し
保
存
会　

▽
大
哲
会
（
八
重
山

民
謡
）
歌
・
三
線
：
大
工
哲
弘 

踊
り
：
大
工
苗
子　

●
東
京
都 

牧
岡
奈
美 

本
町
出
身
《
敬
称
略
・
順

不
同
》

伝
統
・
郷
土
芸
能
が
町
民
を
魅
了

喜界高校・中学校・喜界島ウィンドアンサンブル喜界高校・中学校・喜界島ウィンドアンサンブル

志戸桶十五夜会志戸桶十五夜会

喜界島民謡保存会喜界島民謡保存会

山本長刀踊り保存会山本長刀踊り保存会

寿扇流寿扇流

ＳａｍａｚｉｋｉＳａｍａｚｉｋｉ

中里子ども会中里子ども会

上嘉鉄東集落ソーバン踊り上嘉鉄東集落ソーバン踊り

喜界サガマー喜界サガマー

赤連薙刀踊り保存会赤連薙刀踊り保存会

喜界島太鼓喜界島太鼓

あべやあべや

牧岡奈美・川畑さおり牧岡奈美・川畑さおり

上嘉鉄八月踊り保存会上嘉鉄八月踊り保存会

古田佳子・村山優山古田佳子・村山優山

大哲会大哲会

安田民踊教室安田民踊教室

紅倫の会紅倫の会
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『
境
界
領
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
in
喜
界
島
』
が
11

月
14
日
・
15
日
の
2
日
間
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
、
手

久
津
久
崩
リ
遺
跡
で
約
９
０
０
年
前
の
製
鉄
技
法
を

再
現
し
、
手
久
津
久
川
寺
遺
跡
な
ど
の
現
地
ツ
ア
ー

を
開
催
。
２
日
目
は
、
主
会
場
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
、
島
内
の
遺
跡
に
焦
点
を
あ
て
、
古
代
〜
中
世

の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
専
門
家
ら
が
解
説
し
た
。

●

▽
日
刀
保
た
た
ら
（
島
根
県
）

の
村む

ら
げ下

（
総
指
揮
者
）
の
木
原
明
（
国
指
定
保
存
技

術
保
持
者
）
ほ
か　

●

▽
甲
元
眞

之
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）「
喜
界
島
城
久
遺
跡
群

の
考
古
学
的
検
討
」　

●

▽
村
上
恭
通
（
愛
媛

大
学
東
ア
ジ
ア
古
代
鉄
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）「
中

世
南
西
諸
島
の
鉄
と
喜
界
島
の
役
割
」
▽
竹
中
正
巳

（
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授
）「
出
土
人
骨
か
ら
見

た
中
世
喜
界
島
の
人
々
」
▽
高
宮
広
土
（
鹿
児
島
大

学
国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）「
喜
界
島

城
久
遺
跡
群
の
意
義
：
琉
球
列
島
に
お
け
る
農
耕
の

始
ま
り
」
▽
田
村
朋
美
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
保

存
修
復
科
学
研
究
室
研
究
員
）「
城
久
遺
跡
群
出
土

の
ガ
ラ
ス
製
遺
物
に
つ
い
て
」　

●

　

▽
池
田
榮
史　

▽

甲
元
眞
之
・
石
上
英
一
・
村
上
恭
通
・
竹
中
正
巳
・

高
宮
広
土
・
田
村
朋
美
・
調
査
担
当
者　

●

▽
野
﨑
拓
司
・
早
田
晴
樹
・
岩
元
さ
つ
き
（
喜
界

町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）「
喜
界
島
発
掘
調
査
成

果
最
前
線
」　

●

▽
西
中
川
駿
（
鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
）「
喜
界
島
の
遺
跡
唐
出
土
す
る
動

物
た
ち
」
▽
池
田
榮
史
（
琉
球
大
学
教
授
）「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
と
論
点
」《
敬
称
略
・
順
不
同
》

貴
重
な
遺
跡
群
や
歴
史
的
発
見
を
体
感
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「
第
50
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
11
月
22
日
、
役
場
前
を
発
着
点
と

す
る
15
区
間
（
33
・
22
キ
ロ
）
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
50
回
目
の
節
目
と

な
る
大
会
で
、
県
道
を
時
計
回
り
す
る
コ
ー
ス
に
見
直
さ
れ
、
全
て
の
区
間

変
更
が
行
わ
れ
た
。
大
会
に
は
全
10
体
協
11
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
A
ク

ラ
ス
は
１
区
か
ら
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
湾
体
協
が
２
時
間
６
分
18
秒
で
見

事
V
奪
還
。
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、
昨
年
の
７
位
か
ら
４
位
に
大
躍
進
し
た
中
央
が

優
勝
し
、
A
ク
ラ
ス
入
り
を
果
た
し
た
。

【
序
盤
＝
１
区
〜
５
区
】

　

緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
午
後
一
時

に
号
砲
が
鳴
り
響
き
、
各
体
協
か
ら
選

ば
れ
た
精
鋭
が
一
斉
に
出
走
。
熱
戦

の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　

１
区
、
湾
体
協
・
横
山
一
斗
が
勢
い

よ
く
飛
び
出
し
、好
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

２
位
・
小
野
津
も
６
秒
差
、
３
位
・
中

里
連
合
も
14
秒
差
と
い
う
接
戦
で
２
区

へ
。

　

２
区
、
各
集
落
の
精
鋭
が
ひ
し
め
く

混
戦
の
な
か
、
嘉
手
浦
・
上
園
田
ゆ
き

乃
が
区
間
賞
の
激
走
で
４
位
か
ら
一
気

に
ト
ッ
プ
へ
。
後
続
で
は
赤
連
池
治

A
・
八
木
碧
佑
が
４
人
抜
き
し
、
７
位

か
ら
一
気
に
３
位
に
浮
上
。

　

３
区
は
最
年
長
・
50
才
代
の
区
間
。

湾
体
協
は
前
底
浩
千
の
快
走
で
首
位
を

奪
還
。後
続
で
は
、荒
木
の
名
ラ
ン
ナ
ー

で
最
年
長
の
福
原
安
成
（
65
才
）
が
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
走
り
で
、
３
人
を

ご
ぼ
う
抜
き
し
６
位
へ
。

　

４
区
、
湾
体
協
の
玉
利
健
太
朗
が
区

間
賞
の
走
り
で
後
続
を
さ
ら
に
引
き
離

し
、
独
走
態
勢
に
。

　

５
区
、
ト
ッ
プ
で
襷
を
継
い
だ
湾
体
協

は
そ
の
ま
ま
首
位
を
キ
ー
プ
。
２
位
の

赤
連
池
治
A
と
の
差
は
２
分
26
秒
。

【
中
盤
＝
６
区
〜
10
区
】

　

６
区
は
、
各
体
協
の
エ
ー
ス
ク
ラ
ス
が

競
う
最
長
区
間
。
湾
体
協
・
西
木
場
真

一
は
さ
ら
に
後
続
と
の
差
を
広
げ
、
赤

連
池
治
Ａ
を
抜
き
2
位
に
順
位
を
あ
げ

た
嘉
手
浦
と
は
３
分
38
秒
差
。
後
続
で

は
荒
木
・
我
原
太
清
が
４
人
抜
き
、
７

位
か
ら
３
位
に
浮
上
。

　

７
・
８
区
、
湾
体
協
は
そ
の
ま
ま
首

位
を
堅
守
。
８
区
終
了
時
点
で
、
２
位

は
２
分
48
秒
差
で
嘉
手
浦
、
３
位
は
さ

ら
に
１
分
10
秒
差
で
志
佐
。

　

９
区
、
２
連
覇
を
狙
う
赤
連
池
治

A
の
中
迫
友
希
が
５
位
か
ら
一
気
に

２
位
に
押
し
上
げ
、
首
位
を
ひ
た
走
る

湾
体
協
を
追
う
。

　

10
区
、
赤
連
池
治
A
・
清
水
菜
々

美
が
区
間
賞
の
快
走
で
湾
体
協
を
追
う

が
３
分
10
秒
差
も
あ
り
、
湾
体
協
の
背

中
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
レ
ー
ス

は
雌
雄
を
決
す
る
終
盤
戦
へ
。

【
終
盤
＝
11
区
〜
15
区
】

　

11
区
、
着
実
に
順
位
を
上
げ
て
き
た

中
里
連
合
が
２
位
に
躍
り
出
る
。

　

12
区
、
依
然
湾
体
協
の
独
走
に
変
化
は

な
い
が
、
町
体
で
2
連
覇
し
勢
い
に
乗
る

志
佐
が
３
位
に
順
位
を
上
げ
前
を
追
う
。

　

13
区
、
２
位
を
走
る
中
里
連
合
・
野

間
弘
也
の
快
走
で
４
分
37
秒
あ
っ
た
湾

体
協
と
の
差
を
２
分
29
秒
に
詰
め
る
。

　

14
区
、
首
位
の
湾
体
協
と
２
位
の
中

里
連
合
と
の
差
は
２
分
18
秒
ま
で
詰
ま

る
が
独
走
状
態
に
変
化
な
し
。
3
位
は

中
里
連
合
か
ら
１
分
７
秒
差
で
中
央
、

４
位
は
２
秒
差
で
荒
木
、
５
位
は
18
秒

差
で
志
佐
、
６
位
は
28
秒
差
で
赤
連
池

治
A
と
大
混
戦
の
様
相
を
呈
し
、
い

よ
い
よ
戦
い
は
最
終
区
へ
。

　

15
区
、
前
半
の
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ

た
湾
体
協
。
ア
ン
カ
ー
の
平
馬
尚
樹
は
、

15
人
分
の
汗
が
染
み
込
ん
だ
襷
を
胸
に
、

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
み
、
V
奪
還

に
笑
顔
を
こ
ぼ
し
た
。
終
盤
で
２
位
に

躍
り
出
た
中
里
連
合
は
２
分
47
秒
差
で

ゴ
ー
ル
。
３
位
は
、
最
終
区
で
昨
年
覇

者
の
意
地
を
見
せ
た
赤
連
池
治
A
が
６

位
か
ら
3
位
に
順
位
を
上
げ
、
ト
ッ
プ
か

ら
３
分
49
秒
差
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
4
位

以
下
は
６
Ｐ
を
参
照
。

　

湾
体
協
の
平
馬
尚
樹
監
督
は
「
チ
ー

ム
全
体
で
良
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
、
選
手
一
人
一
人
が
持
て
る
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
た
。
前
半
で

リ
ー
ド
し
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
優
勝
に
繋
が
っ
た
。
皆
で
こ

の
優
勝
を
喜
び
た
い
」
と
満
面
の
笑
み

で
語
っ
た
。【
文
章
中
は
敬
称
略
】

Aブロックは湾体協がV奪還！Aブロックは湾体協がV奪還！
Ｂブロックは中央が優勝！Ｂブロックは中央が優勝！
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 各中継所順位

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 １５区

第50回島内一周駅伝競走大会  

湾体協

中里連合

赤連池治A

中央

荒木

志佐

嘉手浦

小野津

早町

阿伝

赤連池治B

１区　小学男子　1.65km（喜界高校正門前）
１位 横山　一斗 湾体協    ５分 28秒
２位 富田　楓河 小野津    ５分 34秒
３位 冨　健心 中里連合    ５分 42秒
２区　中学女子　1.70km（深水モータース前）
１位 上園田　ゆき乃 嘉手浦    ６分 00秒
２位 竹山　奏 湾体協    ６分 26秒
３位 八木　碧佑 赤連池治A  ６分 48秒
３区　50才以上男子　1.65km（坂嶺生活館前）
１位 前底　浩千 湾体協    ６分 10秒
２位 福原　安成 荒　木    ６分 30秒
３位 梶原　貴史 嘉手浦    ６分 39秒
４区　高校男子　2.44km（伊実久公民館前） 
１位 玉利　健太朗 湾体協    ９分 06秒
２位 登山　卓也 赤連池治A    ９分 46秒
〃 重山　健成 志　佐    ９分 46秒

５区　高校女子　1.75km（西商店前）
１位 田辺　恵里香 嘉手浦    ６分 42秒
２位 矢竹　涼子 赤連池治A    ６分 45秒
３位 黒田　紘菜 湾体協    ６分 50秒
 ６区　一般男子　3.62km（のぞみ幼稚園前）     
１位 西木場　真一 湾体協 12分 53秒
２位 我原　太清 荒　木  13 分 22秒
３位 生島　常智 嘉手浦  13 分 41秒
７区　中学男子　2.89km（塩道漁村ｺﾐｭﾆﾃｨ施設前）             
１位 久保　龍助 荒　木    ９分 40秒
２位 西　真生 志　佐    ９分 47秒
３位 模　幸正 嘉手浦    ９分 58秒
８区　小学女子　1.32km（白水公民館前）         
１位 黒田　杏菜 湾体協    ５分 04秒
２位 新田　菜愛 志　佐    ５分 19秒
〃 上園田　美千乃 嘉手浦    ５分 19秒

９区　一般男子　3.21km（阿伝公民館前） 
１位 正木　勇太 中里連合   11 分 02秒
２位 中迫　友希 赤連池治A   11 分 03秒
３位 積山　寿久 中　央   11 分 34秒
10 区　女子フリー　1.93km（花良治公民館前）     
１位 清水　菜々美 赤連池治A    ７分 15秒
2位 本中　美鈴 中里連合    ７分 24秒
３位 岩松　紺那 中　央    ７分 27秒
11 区　高校男子　3.59km（上嘉鉄地区センター前）   
１位 東　龍之介 中　央  12 分 22秒
２位 櫻井　海 小野津  12 分 38秒
３位 幸得　隼也 嘉手浦  13 分 03秒
12 区　一般女子　0.71km（旧二中正門前）       
１位 三田美　志保 志　佐  ２分 18秒
２位 豊原　周子 中　央  ２分 24秒
３位 浜崎　麻衣子 小野津  ２分 28秒
13区　30才以上男子　3.07km（旧荒木小学校駐車場前）       
１位 中島　興児 早　町   11 分 24秒
２位 野間　弘也 中里連合   11 分 30秒
３位 夏目　淳一 中　央   11 分 35秒
14 区　中学男子　2.11km（中里公民館前）
１位 岡本　優 荒　木  7 分 02秒
２位 廣　太樹 嘉手浦  7 分 08秒
３位 榮　健生 志　佐  7 分 19秒
15 区　40 才以上男子　1.64km
１位 矢田　友幸 赤連池治B    ５分 34秒
２位 八木　敏文 赤連池治A    ５分 45秒
３位 藤原　輝行 早　町    ５分 59秒
（　）内は各中継地点
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１位でタスキリレー・湾体協１位でタスキリレー・湾体協

無念の繰り上げスタート・12 区無念の繰り上げスタート・12 区

１区は接戦１区は接戦

あとはよろしく・赤連池治 Aあとはよろしく・赤連池治 A

同時にタスキリレー・旧二中正門前同時にタスキリレー・旧二中正門前

３区も混戦３区も混戦

声援を力に！・喜手浦声援を力に！・喜手浦

タスキをお願い！・志佐タスキをお願い！・志佐

ラストスパートだー・志佐ラストスパートだー・志佐

タスキは最終区へタスキは最終区へ

あとはたのみますあとはたのみます
１区中継所高校前１区中継所高校前

３人抜き一気にトップに・喜手浦３人抜き一気にトップに・喜手浦

先輩あとはまかせて下さい・荒木先輩あとはまかせて下さい・荒木

終盤に追い上げた中央終盤に追い上げた中央

一般女子から30才代男子へ・早町一般女子から30才代男子へ・早町

走りは健在走りは健在
荒木・福原（右）荒木・福原（右）

閉会式の様子閉会式の様子

満を持して出走・中里連合満を持して出走・中里連合

まかせとけー！・中里連合まかせとけー！・中里連合

勢いよく出走・阿伝勢いよく出走・阿伝

優勝を喜ぶ湾体協優勝を喜ぶ湾体協

優勝   湾体協    ２時間 06分 18秒  

２位   中里連合         ２時間 09分 05秒  

３位   赤連池治A ２時間 10分 07秒  

４位   中　央     ２時間 10分 29秒  

５位   荒　木    ２時間 10分 37秒  

６位   志　佐      ２時間 10分 56秒  

７位   嘉手浦      ２時間 11分 42秒  

８位   小野津      ２時間 17分 04秒  

９位   早　町         ２時間 17分 33秒  

10位   阿　伝         ２時間 30分 05秒  

11位   赤連池治B         ２時間 34分 01秒  
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「
自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
『
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
て
〜
小

粒
で
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
第
18

回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

が
11
月
29
日
、
町
総
合
体
育
館

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
喜
界

高
校
商
業
科
３
年
生
の
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ａ
ｙ
ａ 

ｂ
ａ
ｎ
ｂ
ｉ
（
ア

ヤ 

バ
ン
ビ
）」
の
華
麗
な
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
司
会
者
か
ら

開
会
宣
言
が
告
げ
ら
れ
た
あ
と
、

国
歌
斉
唱
、
町
民
憲
章
朗
読
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
あ
い
さ
つ
で
川

島
健
勇
町
長
は
「
大
会
テ
ー
マ

を
達
成
す
る
た
め
に
は
み
な
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
。
ま
ず
は

一
人
一
人
が
輝
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
力
が
集
落
に
伝
わ
る
こ
と
に

よ
り
輝
き
、
そ
れ
に
よ
り
島
全

体
が
輝
く
こ
と
が
で
き
る
。
も
う

一
度
皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
問
い
か
け
た
。

　

式
後
、
参
加
者
ら
は
６
分
科

会
に
分
か
れ
、
各
分
科
会
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
事
例
発
表
や
昨
年

の
実
践
事
項
の
成
果
と
反
省
に
つ

い
て
研
究
・
討
議
し
た
。
さ
ら
に
、

次
に
取
り
組
む
実
践
目
標
に
つ

い
て
も
協
議
・
決
定
し
た
。

　

講
演
で
は
、
お
お
い
た
観
光
大

使
で
鷹た
か
ど
り
や

鳥
屋
神
社
（
大
分
県
佐
伯

市
）
の
矢
野
大た
い
わ和 

宮
司
が
『
笑
っ

て
元
気
〜
発
想
を
変
え
て
ま
ち
づ

く
り
』
を
演
題
と
し
て
講
演
。
舞

台
か
ら
観
客
席
に
降
り
、
会
場
を

終
始
大
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
む

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
軽
快
な
ト
ー
ク

に
、
参
加
者
の
中
に
は
涙
を
流
し

な
が
ら
笑
う
者
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
矢
野
さ
ん
は
「
人
は
人
か
ら

掛
け
ら
れ
る
言
葉
や
笑
い
か
ら
元

気
を
も
ら
い
、
人
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
で
そ
れ
が
生
き
が
い
に

繋
が
る
。
一
緒
に
笑
っ
て
楽
し
く

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ー
！
」

と
参
加
者
に
語
り
か
け
た
。

　

全
体
会
で
は
、
各
分
科
会
の
討

議
内
容
や
決
定
さ
れ
た
実
践
事
項

が
報
告
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が
生

涯
学
び
続
け
る
こ
と
へ
の
理
解
や

興
味
を
深
め
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
吾
妻

流
藤
豊
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
「
い

き
ゅ
ん
に
ゃ
加
那
節
」
と
六
調
太

鼓
同
好
会
の
「
六
調
」
が
披
露
さ

れ
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
会
場
全
体
で

町
民
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
、
積
山

泰
夫
大
会
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
と

嶺
義
久
大
会
副
会
長
の
万
歳
三
唱

な
ど
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

幕
し
た
。

第１分科会　自立を育む青少年教育部会
　○実践事項　地域・家庭・学校の連携を深め、大人も子どもと共に感性を共有しよう。
第２分科会　潤いと安らぎのあるまちづくり部会
　○実践事項　集落行事には、ひとり一人が自ら進んで参加しよう。
第３分科会　生き生き健やか健康部会
　○実践事項　 健診を受けることで自らの健康状態を認識し、バランスのとれた食生活・自分にあった運動や

健康法を継続し、地域ぐるみの支え合いをしよう。
第４分科会　豊かな心を育む文化活動部会
　○実践事項　 各地域の活動に既存の資料（島唄・八月踊り・方言のCD、DVD）を活用していく。活動

の場として、学校教育、集落行事等で活用していきます。
第５分科会　美しいふるさと環境部会
　○実践事項　ゴミを減らし、リサイクルをするために、みんなの知恵を出し合って、小さいことから実践しよう。
第６分科会　活力あるふるさと産業部会
　○実践事項　島の特長を活かした農産物の生産、それを活用した加工品の推進に努める。

第18回喜界町生涯学習推進大会

大爆笑の矢野さんの講演大爆笑の矢野さんの講演

展示物を熱心に見る町民ら展示物を熱心に見る町民ら

各分科会で熱心な討議が行われた各分科会で熱心な討議が行われた

会場には多くの町民がかけつけた会場には多くの町民がかけつけた

年間 400 回以上の講演をこなす矢野さん年間 400 回以上の講演をこなす矢野さん

Ａｙａ ｂａｎｂｉＡｙａ ｂａｎｂｉ 様々な企画・展示も催された様々な企画・展示も催された

六調太鼓同好会六調太鼓同好会

吾妻流藤豊会吾妻流藤豊会
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A

受賞作「彷徨」と平野さん

「これだけ多く集まることは珍しい」とカメラマンも驚いていた

➏

県
高
校
文
化
連
盟
な
ど
が
主
催
す
る

『
第
66
回
県
高
校
美
術
展
』
が
11
月

10
日
か
ら
23
日
ま
で
の
２
週
間
、
鹿
児
島

市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
喜
界
高
校
美

術
部
に
所
属
す
る
時
本
茂
花
さ
ん
（
同
校

３
年
・
中
里
）
の
作
品
が
次
席
に
あ
た
る

準
大
賞
に
輝
い
た
。
さ
ら
に
、
時
本
さ
ん

以
外
に
も
同
校
美
術
部
員
が
秀
作
・
奨
励

賞
な
ど
多
数
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

作
品
に
つい
て
時
本
さ
ん
は
「
３
年
生
と

い
う
最
後
の
年
に
何
を
題
材
に
す
る
か
と
考

え
た
と
き
、
島
に
あ
る
も
の
ば
か
り
が
浮
か

ん
で
き
た
。
島
に
対
す
る
想
い
が
本
当
に
強

かっ
た
ん
だ
と
感
じ
、
迷
わ
ず
主
題
に
し
た
。

こ
の
絵
は
『
昇
華
』
と
い
う
題
名
の
と
お
り
、

自
分
の
精
神
を
高
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
や

葛
藤
と
ジ
レ
ンマ
、
島
を
巣
立
って
い
く
私
達

を
特
攻
花
を
中
心
に
構
成
し
、
表
現
し
た
」

と
語
り
、
受
賞
に
つい
て
「
昨
年
尊
敬
す
る 受賞を喜ぶ時本さん

準大賞の力作「昇華」

昭
和
18
年
生
の
『
全
国
百
の
台
会
故
郷

大
会
』
が
10
月
28
・
29
日
の
２
日
間
、

喜
界
第
一
ホ
テ
ル
を
主
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
会
場
に
は
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た

島
内
外
の
同
窓
生
１
４
３
人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、お
祓
い
と
記
念
撮
影
を
し
た
後
、

式
典
・
祝
賀
会
を
行
っ
た
。
同
窓
生
ら
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
と
の
再
会
を
懐
か
し
み
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
２
日
目
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
交
流
を
深
め
、
お
別

れ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
全
体
で
最
後
と
な
る
同

窓
会
を
惜
し
み
、「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い

よ
う
」
と
お
互
い
の
健
康
と
長
寿
を
願
っ
た
。

喜
界
高
校
美
術
部
顧
問
の
平
野
良
光
さ

ん
の
作
品
『
彷
徨
』
が
こ
の
ほ
ど
、
第

14
回
「
奄
美
を
描
く
美
術
展
」
で
最
高
賞
の

大
賞
に
輝
い
た
。
同
展
は
、
奄
美
群
島
の
自

然
、
文
化
な
ど
を
テ
ーマ
に
油
彩
画
、
日
本
画

な
ど
を
募
集
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

平
野
さ
ん
は
「『
奄
美
を
描
く
』
と
考

え
た
と
き
、
取
材
で
印
象
に
残
っ
て
い
た

オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
基

本
に
し
な
が
ら
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
。
ヤ
ド
カ
リ
が
よ
り
良
い
住
み

処
を
探
し
求
め
る
姿
が
、
理
想
の
イ
メ
ー

ジ
を
追
究
し
、
描
き
続
け
る
自
分
達
に
似

て
い
る
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
を
彷
徨
に
決

め
た
。
次
は
製
糖
工
場
や
鍾
乳
洞
な
ど
か

ら
着
想
し
、
描
い
て
み
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

　

ま
た
、
同
校
美
術
部
員
の
時
本
茂
花
さ

ん
が
優
秀
賞
、
髙
野
海
舟
さ
ん
が
ヤ
ン
グ
賞

（
20
歳
未
満
対
象
）
を
受
賞
し
て
い
る
。

先
輩
が
大
賞
を
受
賞

し
、
自
分
も
そ
れ
に

負
け
ま
い
と
い
う
気

持
ち
で
取
り
組
ん
だ
。

ま
さ
か
自
分
が
準
大

賞
を
と
れ
る
と
は
本

当
に
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
す
ご
く
嬉
し
い

が
未
だ
に
信
じ
ら
れ

な
い
」
と
感
激
し
た

表
情
で
笑
顔
を
見
せ

た
。

喜
高
美
術
部
顧
問
・
平
野
さ
ん
が

「
奄
美
を
描
く
美
術
展
」
で
大
賞

今
年
も
喜
高
美
術
部
が
快
挙
！

時
本
茂
花
さ
ん
が
準
大
賞
を
受
賞

73
歳
の
お
祝
い
に
総
勢
約
１
４
０
人
の

　
　
　
　
　
　

昭
和
18
年
生
が
集
う
！
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鹿
児
島
喜
界
会
（
恵
藤
和
教
会
長
）

は
10
月
25
日
、
県
婦
人
会
館
（
鹿

児
島
市
）
で
敬
老
会
を
開
催
し
、
約

１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
、
奄
美
民
謡
全
国
講
師
会
か
ら

上
原
康
治
さ
ん
（
湾
出
身
・
東
京
都
在
住
）

ら
４
人
も
参
加
し
、
各
集
落
会
か
ら
余
興

や
カ
ラ
オ
ケ
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
日

酒
造
株
式
会
社
の
喜
禎
光
弘
会
長
も
参
加

し
、
黒
糖
焼
酎
を
提
供
。
美
味
し
い
焼
酎

と
サ
ン
シ
ン
の
音
色
に
酔
い
し
れ
た
。

　

会
員
ら
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
島
ユ
ミ

タ
で
語
り
あ
い
、
敬
老
音
頭
、
八
月
踊
り
、

六
調
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
お
楽
し
み
抽

選
会
で
閉
会
し
た
。
な
か
な
か
島
に
帰
れ
な

い
会
員
ら
も
久
し
ぶ
り
の
友
と
の
再
会
と
ひ

と
と
き
の
島
気
分
を
満
喫
し
た
。【
報
告
：

鹿
児
島
喜
界
会
事
務
局
・
森
利
彌
さ
ん
】

初敬老の皆さん【徳村牧男さん提供写真】

鹿
児
島
県
町
村
会
の
第
１
１
９
回
定

期
総
会
が
10
月
26
日
、役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
村
長
ら

約
40
人
が
出
席
し
た
。
県
町
村
会
は
鹿
児

島
、
薩
摩
、
大
島
な
ど
８
郡
に
区
分
け
さ

れ
、
県
内
の
24
町
村
で
組
織
さ
れ
る
。

　

会
で
は
、
昨
年
度
の
一
般
会
計
や
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
が
討
議
さ
れ

た
。
各
郡
か
ら
の
要
望
も
提
示
さ
れ
、
熊

毛
郡
か
ら
は
口
永
良
部
島
新
岳
の
爆
発
的

噴
火
に
伴
う
避
難
施
設
の
充
実
強
化
の
提

案
が
あ
っ
た
。
大
島
郡
は
、
国
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
に
簡
易
水
道
の
統
合
指
導
が

あ
る
た
め
、
財
政
基
盤
が
弱
い
簡
易
水
道

事
業
に
国
庫
補
助
金
や
要
望
額
満
額
確
保

と
、
期
間
の
延
長
を
求
め
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。
事
例
発
表
で
は
大
久
保
伊

仙
町
長
が
「
伊
仙
町
に
お
け
る
地
方
創
生
」

と
題
し
取
組
み
を
紹
介
し
た
。

県内 24町村の町村長ら約 40人が出席した

大
島
地
区
消
防
組
合
喜
界
消
防
分
署

（
前
泊
哲
治
署
長
）が
主
催
す
る『
第

10
回
自
衛
消
防
大
会
』
が
11
月
13
日
、
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

各
事
業
所
か
ら
合
計
43
人
が
参
加
し
、

消
火
時
間
を
競
う
消
火
器
の
部
と
、
３
人

１
チ
ー
ム
で
消
火
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を
連
結

し
、
５
つ
の
的
に
当
て
る
時
間
を
競
う
消

火
栓
の
部
で
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

同
消
防
職
員
は
「
消
火
技
術
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
初
期
消
火
を
迅
速
、
確
実

に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

各
部
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

【
消
化
器
】男
子 
平
田
文
人（
Ｇ
Ｈ
が
じ
ゅ

ま
る
）
10
秒
96　

女
子 

富
崎
真
由
美
（
Ｇ

Ｈ
が
じ
ゅ
ま
る
） 
14
秒
40【
屋
内
消
火
栓
】

喜
界
徳
州
会
病
院
（
吉
行
聡
・
乾
生
一
・

満
光
一
）
36
秒
74　
《
敬
称
略
》

消化器の部に25人、屋内消火栓の部に７団体が出場

政
府
は
11
月
３
日
、
２
０
１
５
年
秋

の
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
、
本
町

で
は
、
生
禎
藏
さ
ん
（
上
嘉
鉄
）
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
た
。

　

生
さ
ん
は
、
20
才
の
時
に
消
防
団
に
入

団
。
以
来
、
団
員
と
し
て
修
練
に
努
め
、

優
れ
た
人
格
と
積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
班
長
に
任
命
。
そ
の
後
、
信
頼
性
と

責
任
感
を
買
わ
れ
、
上
嘉
鉄
分
団
の
分
団

長
に
抜
擢
。
40
年
間
地
域
防
災
活
動
に
務

め
て
き
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
と
な
っ
た
。

　

生
さ
ん
は
「
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

特
に
夜
警
活
動
な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
り

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
防
災
活
動
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
受
章
で
き
た
の
は
仲
間
の
団

員
や
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。
み
ん
な
で
喜

び
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

町長らと一緒に記念撮影をする生さん（右から２番目）

今
年
も
盛
大
に
開
催
！

　
　
　

〜
鹿
児
島
喜
界
会
敬
老
会
〜

本
町
で
県
町
村
会
定
期
総
会
が
開
催

生
禎
藏
さ
ん
に

　
　
　
　

瑞
宝
単
光
章
が
贈
ら
れ
る

消
火
活
動
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　

〜
自
衛
消
防
大
会
〜
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
楽
し
く
健
康
維
持

国
民
文
化
祭
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
吉
行
秀
和

さ
ん
の
作
品
が
実
行
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は

10
月
4
日
、町
体
育
館
で
『
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
』
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
血
圧
、
体
重
、
体
脂
肪
率
な
ど

を
測
定
し
、
膝
を
痛
め
ず
楽
に
体
脂
肪
が

燃
焼
で
き
る
よ
う
に
、
60
秒
間
の
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
と
30
秒
間
歩
行
を
数
セ
ッ
ト
行
っ
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
で
は
、
ボ
デ
ィ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
獲
得
す
る
ス
タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

し
な
や
か
で
強
い
筋
肉
を
つ
く
る
方
法
な
ど

を
実
践
し
、
体
が
温
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
６

種
類
の
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の

後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
変

盛
り
上
が
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
『
童
心

に
帰
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
』
や
『
定

期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
』
な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。【
報
告
：
同
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

梶
原
貴
史
さ
ん
】

国
民
文
化
祭
で
こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た

『
〜
黒
潮
文
化
の
源
流
〜
奄
美
の
自

然
と
文
化
写
真
コン
テ
ス
ト（
奄
美
市
主
催
）』

で
、吉
行
秀
和
さ
ん（
奄
美
市
在
住・湾
出
身
）

の
写
真
『
南
の
島
の
貴
婦
人
』
が
次
席
と
な

る
実
行
委
員
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

作
品
に
つ
い
て
吉
行
さ
ん
は
「
青
空
と

島
の
透
明
感
を
表
現
し
た
い
と
思
い
魚
眼

レ
ン
ズ
を
使
っ
て
約
10
㌢
ま
で
近
づ
い
て
撮

影
し
た
。
写
真
を
見
て
審
査
委
員
が
合
成

で
は
な
い
か
と
驚
い
て
い
た
ら
し
い
」
と
語

り
、
今
後
の
作
品
に
つ
い
て
「
奄
美
、
喜

界
を
レ
ン
ズ
を
通
し
て
新
し
い
感
性
の
作
品

を
撮
影
し
て
、
島
の
方
々
に
感
動
を
届
け

た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
た
。

ニュースポーツを楽しむ参加者ら【提供写真】

実行委員会会長賞作品「南の島の貴婦人」

県
内
の
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
中
学

生
が
出
場
す
る『
Ｖ
Ａ
Ｙｏｒｅ
Ｌ
Ａ 
Ｐ

ｒｅｓｎ
ｔｓ
第
12
回
県
地
区
ジ
ュニ
ア
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
）』
が
10
月
24
・
25
日
の
２
日
間
、
蒲

生
総
合
体
育
館
（
姶
良
市
）
を
主
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
町
か
ら
は
８
月
に
行

わ
れ
た
地
区
選
考
会
を
突
破
し
た
梅
原
匠

く
ん（
喜
界
中
２
年・志
戸
桶
）が
出
場
し
た
。

　

梅
原
く
ん
は
、
大
島
チ
ー
ム
の
副
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
大
会
に
臨
み
、
予
選
を
順
調

に
勝
ち
進
ん
だ
。
準
決
勝
は
、
強
豪
・
川

薩
と
対
戦
し
、
54
対
50
の
僅
差
で
勝
利
。

決
勝
戦
に
コマ
を
進
め
た
。

　

決
勝
戦
は
鹿
児
島
北
と
の
対
戦
。
開
始

１
分
か
ら
登
場
し
、
１
点
を
争
う
試
合
が

展
開
さ
れ
た
が
、沖
縄
遠
征
で
培
っ
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
連
携
プ
レ
ー
で

リ
ー
ド
し
始
め
る
。
梅
原
く
ん
も
ガ
ー
ド

と
し
て
活
躍
し
、
終
了
間
際
に
は
リ
バ
ウ

ン
ド
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
勝
利
に
貢

献
。大
島
が
71
対
55
で
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

梅
原
く
ん
は「
試
合
に
出
る
ま
で
緊
張
し
て

い
た
が
、コ
ー
ト
に
立
つ
と
自
然
と
集
中
で
き

た
。
ミ
ス
も
あった
が
仲
間
が
励
ま
し
て
く
れ

嬉
し
かった
。
さ
ら
に
、
大
島
初
優
勝
の
瞬
間

に
立
ち
会
え
て
よ
かった
。
こ
れ
も
両
親
や
指

導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
周
囲
の
方
々
の
お
か

げ
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、来
年
の
総
体
で
県

ベス
ト
４
を
達
成
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

梅
原
く
ん
が
大
島
地
区
の
初
優
勝
に
貢
献

〜
Ｊｒ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

監督、チームメイトらと優勝を喜ぶ梅原くん
（前列右から３番目）

練習に励む梅原くん（左）

T
o
p
i
c
s　

i n　

K
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K
A
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第
７
回　

サ
ン
ゴ
の
島
に
で
き
る
造
形

　

〜
鍾
乳
洞
と
ト
ゥ
フ
ァ
〜

　

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
前
回

は
造
礁
サ
ン
ゴ
に
年
輪
が
刻
ま
れ
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。
喜
界
島
は
サ
ン
ゴ
た

ち
が
１
年
１
年
、
時
を
重
ね
て
で
き
た
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
岩
（
石
灰
岩
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
石
灰
岩
で

で
き
た
地
域
に
は
神
秘
的
な
洞
窟
や
階
段

状
の
地
形
が
見
ら
れ
ま
す
。
ウ
フ
ヤ
グ
チ

鍾
乳
洞
や
鳥
の
山
公
園
は
ま
さ
に
喜
界
島

が
サ
ン
ゴ
で
で
き
た
島
だ
か
ら
こ
そ
見
ら

れ
る
絶
景
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
形
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
〝
鍾
乳
洞
〞
と
聞
く
と
、
洞
窟
に
カ
ー

テ
ン
や
ツ
ラ
ラ
の
よ
う
に
白
い
石
が
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
下
か
ら
生
え
て

い
る
鍾
乳
石
（
石
筍
）
が
浮
か
ぶ
方
も
い

年
か
ら
数
万
年
の
陸
域
の
環
境
を
教
え

て
く
れ
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
鳥
の
山
公
園
の
階
段
状
の
山
は

ト
ゥ
フ
ァ
（tufa

）
と
呼
ば
れ
る
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き
た
堆
積
物
で
す
。

こ
ち
ら
も
石
灰
岩
の
隙
間
を
通
っ
た
島

の
湧
き
水
が
滝
や
河
川
の
よ
う
に
流
れ

出
る
場
所
で
沈
殿
し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
塊
で
す
。
こ
ち
ら
も
よ
く
見
る
と

シ
マ
シ
マ
（
年
縞
）
が
形
成
さ
れ
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
鍾
乳
石
と
異
な

る
点
は
、
ト
ゥ
フ
ァ
は
流
水
で
形
成
さ

れ
る
の
で
成
長
が
早
く
、
小
さ
な
滝
の

よ
う
な
地
形
を
つ
く
る
こ
と
と
、
し
ば

し
ば
表
面
に
く
っ
つ
い
て
い
る
シ
ア
ノ

バ
ク
テ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
藻
類
が
石
灰

化
を
促
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
サ

ン
ゴ
と
褐
虫
藻
の
関
係
の
よ
う
で
す

ね
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
喜
界
島
が
で
き
た
10
万

年
の
時
間
を
考
え
る
と
1
年
は
一
瞬
で

過
ぎ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。
よ

い
お
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
雨
水
が

サ
ン
ゴ
で
で
き
た
大
地
に
染
み
込

み
、
周
り
の
石
灰
岩
か
ら
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
し
込
ん
だ
状
態

で
洞
窟
の
天
井
か
ら
垂
れ
て
く
る

と
、
空
気
に
触
れ
て
石
灰
化
し
ま

す
。
こ
れ
が
鍾
乳
石
の
正
体
で
す
。

鍾
乳
石
は
ぽ
た
ぽ
た
と
垂
れ
る
雫

と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
成
長
し
ま
す
。

こ
の
鍾
乳
石
に
も
サ
ン
ゴ
と
同
じ

よ
う
に
シ
マ
シ
マ
が
あ
り
、
数
千
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伊
佐
市
の
概
要

　

鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
、
熊
本

県
の
県
境
に
位
置
す
る
県
本
土

最
北
地
の
伊
佐
市
。
平
成
20
年

11
月
に
大
口
市
と
伊
佐
郡
菱
刈

町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。

　

周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆

地
で
、
平
地
の
中
央
部
を
川
内

川
と
そ
の
支
流
が
流
れ
、
こ
れ

ら
の
水
系
を
中
心
と
し
て
広
大

な
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

面
積
は
３
９
２
・
５
６
㎡
（
東

西
23
㎞
、
南
北
27
㎞
）。
本
町
と

比
較
す
る
と
約
６
倍
強
の
広
さ

で
、人
口
は
約
４
倍
の
3
万
人
弱
。

　

伊
佐
市
は
、
盆
地
の
た
め
昼
夜

の
寒
暖
の
差
が
激
し
い
。
そ
の

米
作
り
に
最
適
な
気
候
は
、
ブ

ラ
ン
ド
米
『
伊
佐
米
』
を
生
ん
だ
。

　
『
伊
佐
米
』
は
小
粒
な
が
ら
甘

み
が
強
く
、
ほ
ど
よ
い
粘
り
と

モ
チ
モ
チ
感
が
特
長
で
、
米
麹

の
原
料
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
。

伊
佐
市
は
そ
の
『
伊
佐
米
』
と
豊

富
な
水
量
を
誇
る
川
内
川
の
源

水
を
活
か
し
た
芋
焼
酎
『
伊
佐

美
』
な
ど
の
蔵
元
が
あ
り
、ま
た
、

世
界
で
も
有
数
の
高
品
位
を
誇

る
金
を
産
出
す
る
菱
刈
鉱
山
も

あ
る
。

伊
佐
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

滝
幅
２
１
０
㍍
、
高
さ
12
㍍
の

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
曽
木
の

滝
は
、『
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
』

と
も
呼
ば
れ
、
千
畳
岩
の
岩
肌
を

削
る
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
水
流
と

そ
の
轟
音
は
訪
れ
る
人
を
釘
付
け

に
す
る
ほ
ど
豪
快
。

　

古
く
か
ら
里
人
や
道
行
く
旅
人

た
ち
が
疲
れ
を
癒
し
た
と
い
わ
れ

る
湯
之
尾
温
泉
郷
は
、
炭
酸
水
素

塩
泉
で
、
神
経
痛
、
関
節
痛
や
冷

え
性
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
郡
山
八

幡
神
社
は
、建
久
５
年（
１
１
９
４

年
）
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

由
緒
あ
る
神
社
。現
在
の
建
物
は
、

京
都
・
金
閣
寺
よ
り
古
い
16
世
紀

頃
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
今
か

ら
４
５
０
年
以
上
前
の
建
物
が
中

央
文
化
か
ら
遠
く
離
れ
た
薩
摩
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し

い
こ
と
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
森
林
浴
の
森
日
本

百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
奥
十
曽

渓
谷
、「
日
本
さ
く
ら
の
名
所
百

選
」
に
選
定
さ
れ
千
本
桜
で
有
名

な
『
忠
元
公
園
』
な
ど
、
伊
佐
市

に
は
本
誌
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い

ほ
ど
魅
力
が
満
載
で
あ
る
。

伊
佐
市（
旧
菱
刈
町
）と
喜
界
町
が

　
　
　

  

姉
妹
盟
約
を
締
結
し
て
50
年
！

秋の田秋の田
【伊佐市菱刈荒田】【伊佐市菱刈荒田】

曽木の滝（曽木の滝公園）曽木の滝（曽木の滝公園）
【伊佐市大口宮人】【伊佐市大口宮人】

国指定重要文化財 ・郡山八幡神社国指定重要文化財 ・郡山八幡神社
【伊佐市大口大田】【伊佐市大口大田】

湯之尾温泉郷湯之尾温泉郷
【伊佐市菱刈川北】【伊佐市菱刈川北】 12



喜
界
島
の
か
ら
の
集
団
疎
開

　

昭
和
16
年
に
太
平
洋
戦
争
が
開

戦
。
日
本
軍
は
当
初
、
ア
メ
リ
カ

軍
に
多
大
な
損
害
を
与
え
、
南
洋

の
島
々
を
次
々
占
領
し
た
が
、
翌

年
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
を
機
に

占
領
し
た
島
々
も
徐
々
に
奪
い
返

さ
れ
た
。
戦
況
が
悪
化
し
て
い
く

中
、
昭
和
19
年
、
鹿
児
島
県
知
事

は
薩
南
諸
島
の
住
民
に
対
し
、
強

制
疎
開
の
命
令
を
出
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
『
大
島
支
庁
長
・

郡
内
町
村
長
・
警
察
署
長
合
同
会

議
』
が
開
か
れ
、
島
内
で
は
、
当

時
駐
屯
し
て
い
た
由
良
隊
長
と
警

察
署
長
な
ど
が
各
校
区
や
集
落
ご

と
に
説
明
し
、疎
開
者
を
募
っ
た
。

対
象
者
は
満
60
歳
以
上
の
高
齢

者
、
一
般
婦
女
子
、
国
民
学
校
児

童
、
そ
の
他
病
弱
者
で
、
生
産
に

従
事
で
き
る
者
は
対
象
外
と
な
っ

た
。
疎
開
時
の
荷
物
は
一
人
２
個

以
内
、
渡
航
運
賃
は
県
費
負
担
。

疎
開
中
は
一
人
一
日
50
銭
程
度
を

補
助
。
受
け
入
れ
先
は
伊
佐
郡
菱

刈
町
に
決
定
さ
れ
た
。

　

家
々
で
は
家
族
会
議
が
行
わ

れ
、
疎
開
先
で
一
日
50
銭
程
度

の
生
活
は
難
し
い
こ
と
や
、
高

齢
者
の
中
に
は
住
み
慣
れ
た
島

か
ら
離
れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
な

ど
の
理
由
で
多
く
の
対
象
者
が

島
に
残
っ
た
。

　

疎
開
し
た
正
確
な
人
数
は
不
明

だ
が
、
旧
喜
界
町
だ
け
で
も
約

１
５
０
人
は
疎
開
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
疎
開
者
は
昭
和
19
年
９

月
頃
か
ら
順
次
島
を
離
れ
、
無
事

疎
開
先
に
到
着
し
た
が
、
徳
之
島

で
は
疎
開
者
を
乗
せ
た
船
が
十
島

村
付
近
を
航
行
中
に
、
潜
水
艦
の

魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
撃
沈
さ
れ
、

約
１
５
０
人
の
学
童
、
教
職
員
、

婦
女
子
が
行
方
不
明
と
な
る
悲
し

い
事
件
も
あ
り
、
命
が
け
の
渡
航

だ
っ
た
。
島
か
ら
疎
開
し
た
人
の

中
に
も
貨
物
船
が
攻
撃
さ
れ
、
財

産
を
失
っ
た
人
も
い
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
14
日
、
日
本
は

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
。翌
15
日
、

日
本
の
降
伏
を
国
民
に
伝
え
た
玉

音
放
送
が
あ
り
、終
戦
を
迎
え
た
。

そ
の
後
、
疎
開
者
も
次
々
に
帰
島

し
た
が
、
中
に
は
県
本
土
に
永
住

す
る
人
も
い
た
。

　

昭
和
40
年
12
月
10
日
、
喜
界
島

の
集
団
疎
開
を
受
け
入
れ
、
深
い

絆
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

喜
界
町
と
菱
刈
町
の
間
で
姉
妹
盟

約
が
締
結
さ
れ
た
。
平
成
21
年
5

月
、
大
口
市
と
菱
刈
町
の
合
併
後

に
は
姉
妹
盟
約
を
再
締
結
し
、
今

も
交
流
を
深
め
て
い
る
。

【
参
考
資
料
】伊
佐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
菱
刈
町
郷
土
史
・
喜
界
町
誌

県指定無形民俗文化財・湯之尾神舞県指定無形民俗文化財・湯之尾神舞
【伊佐市湯之尾神社】【伊佐市湯之尾神社】

桜まつり・忠元公園桜まつり・忠元公園
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を
見
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ

で
、
吹
奏
楽
に
興

味
を
も
っ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

　

喜
界
町
内
小
、
中
学
、
高
校
合
同
の
音

楽
発
表
会
が
11
月
19
日
（
木
）、
喜
界
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

発
表
会
は
、
音
楽
発
表
や
鑑
賞
の
活
動
を

通
し
て
音
楽
の
基
礎
を
培
い
、
音
楽
に
関

す
る
感
性
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
、
再
編
後
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

発
表
で
は
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合

奏
、
和
太
鼓
に
合
わ
せ
た
演
舞
、
中
・
高

合
同
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
で
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ど
の
学

校
の
発
表
も
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
様

子
が
う
か
が
え
、
充
実
し
た
発
表
ば
か
り

で
し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し

た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
、
会

場
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

保
護
者
も
多
数
来
場
し
、
子
ど
も
た
ち
の

歌
や
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
児
童
生
徒
の
感
想
〜

早
町
小
学
校
１
年　

保
科　

海
大
く
ん

　

ぼ
く
は
、「
世
界
が
一
つ
に
な
る
ま
で
」

を
歌
い
ま
し
た
。
響
き
声
が
と
て
も
よ

か
っ
た
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
音
楽
が

楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

喜
界
小
学
校
３
年　

中
村　

吏
里
さ
ん

　

リ
コ
ー
ダ
ー
を
演
奏
し
て
い
る
と
き
、

頭
が
真
っ
白
に
な
り
そ
う
で
し
た
。
で

も
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
演
奏
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
他
の
人
た
ち
も
す
ご
い
演

奏
で
心
に
し
み
わ
た
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
も
す
ご
く
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

喜
界
中
学
校
２
年　

都　

優
華
さ
ん

　

演
奏
す
る
人
も
聴
く
人
も
ノ
リ
が
よ
く

て
演
奏
も
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
吹
奏
楽

部
で
こ
れ
か
ら
も
っ
と
練
習
を
が
ん
ば
っ

て
、
も
っ
と
か
っ
こ
い
い
演
奏
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

喜
界
高
等
学
校
１
年　

岡
元　

大
志
く
ん

　

ぼ
く
た
ち
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
小
学
生

が
踊
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
姿

喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催

　

去
る
11
月
29
日
（
日
）
町
体
育
館
を
中

心
に
、
第
18
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
喜
界
高
校
３
年
生

の
奥
田
裕
里
さ
ん
と
上
原
舞
さ
ん
の
２
名
に

よ
る
創
作
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
動
き
と
体
育
館
に
新
設
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
多
彩
な
演
出
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
町
民
憲
章
朗
読
に
続

き
、
川
島
健
勇
町
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
、

中
島
智
一
町
議
会
議
長
に
よ
る
来
賓
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
は
６
会
場
に
分
か

れ
て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
科
会

で
は
、
事
例
発
表
や
質
疑
応
答
等
、
積
極

的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
大
分
県
観
光
大
使
で
宇
目

鷹
鳥
屋
神
社
宮
司
の
矢
野
大
和
氏
に
よ
る

「
笑
っ
て
元
気
〜
発
想
を
変
え
て
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

約
１
５
０
名
の
参
加
者
は
笑
い
あ
り
、
涙

あ
り
の
大
和
ワ
ー
ル
ド
に
誘
い
込
ま
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
楽
し
い
講
演
会

で
し
た
。」「
も
う
一
度
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。」「
矢
野
大
和
氏
の
話
で
あ
れ
ば
近
所

の
お
友
達
も
連
れ
て
き
ま
す
。」
等
、
再

演
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

お
わ
り
に
、
今
回
で
18
回
を
数
え
る
喜

界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
で
す
が
、
時
代

の
変
化
に
対
応
す
る
べ
く
関
係
機
関
と
協

議
を
す
す
め
、
町
民
が
楽
し
く
生
涯
学
習

を
学
び
、
自
ら
参
加
出
来
る
場
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。

独創的な世界を創り出したダンス

年間400回以上の全国講演会をこなす矢野氏
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☎

　

気
温
と
湿
度
が
下
が
る
冬
。
冬

は
風
邪
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
す

る
時
期
で
す
。
自
分
自
身
で
出
来

る
感
染
予
防
の
基
本
は
、手
洗
い
・

う
が
い
で
す
。

　

ま
た
、
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と

も
必
要
で
す
の
で
、
咳
が
出
る
時

に
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
う
つ
ら
な
い
・
う
つ

さ
な
い
為
に
、
う
が
い
・
手
洗
い
、

※ 

が
ん
の
種
類
等
に
よ
っ
て
は

適
応
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
実
施
医
療
施
設
】

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治

療
セ
ン
タ
ー
（
指
宿
）

℡
０
９
９
３（
２
４
）３
４
５
６

「
陽
子
線
が
ん
治
療
費
利
子
補

給
事
業
」

　

治
療
に
か
か
る
費
用
は
約

３
０
０
万
円
と
高
額
な
た
め
、

治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
場
合
の
利
子
の
一
部
を

県
が
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈

鹿
児
島
県
地
域
医
療
整
備
課

℡
０
９
９（
２
８
６
）２
６
９
３

「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

が
ん
診
療
拠
点
病
院
に
設
置

さ
れ
、
が
ん
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
（
治
療
や
経
済
的
問
題

な
ど
様
々
）を
受
け
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
病
院

℡
０
９
９（
２
７
５
）５
９
７
０

　

他
県
立
病
院
等
に
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
し
っ
か
り
食
事
・
た
っ
ぷ
り

睡
眠
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
役
立
つ
「
感

染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
（
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
や
嘔
吐
物
の
始
末
な
ど
）」
の
ち

ら
し
を
各
戸
配
布
予
定
で
す
。

様
々
な
調
理
法
で

　

主
菜
も
副
菜
も
煮
物
、
ま
た
は

揚
げ
物
に
す
る
と
、
塩
分
の
摂
り

す
ぎ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
バ
ー
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
煮
る
・
焼

く
・
炒
め
る
・
揚
げ
る
・
蒸
す
を

組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

色
々
な
食
材
を
組
み
合
わ
せ
て

　

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
摂
る
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
が
摂
れ
、

食
感
、
色
、
お
い
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
末
が
近
づ
き
、
外
食
を
す
る

機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
暴

飲
暴
食
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

医
療
情
報

切
ら
ず
に
治
す

「
が
ん
陽
子
線
治
療
」

　

陽
子
線
は
従
来
の
放
射
線
と

は
異
な
り
、
体
の
中
を
通
過
せ

ず
に
止
ま
り
、
そ
の
位
置
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い

う
物
理
特
性
が
あ
る
た
め
、
身

体
の
中
の
が
ん
病
巣
を
狙
い
撃

ち
で
き
、
ま
わ
り
の
正
常
組
織

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
痛
み
や
熱

を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
副
作
用

も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
治
療

後
の
速
や
か
な
社
会
復
帰
も
可

能
で
す
。

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と

食
生
活

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
　
　
　
　

 

食
事
を
と
る

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る

た
め
に
は
、
は
じ
め
に
主
食
・
主

菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

主
食
… 

お
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る

ご
は
ん
・
パ
ン
・
め
ん　

等

主
菜
… 

お
も
に
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質

の
供
給
源
魚
介
・
肉
・
卵
・

大
豆
製
品　

等

副
菜
… 

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食

物
繊
維
の
供
給
源
野
菜
・
い

も
・
海
藻
・
き
の
こ　

等

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

「
心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
喜
界
町
」
〜
支
え
支

え
ら
れ
元
気
で
長
生
き
〜
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住民課からのお知らせ　４
［衛生施設の年末年始の日程が決まりました］
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【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先（予約先）】喜界町役場住民課生活環境係　
　　　　　　　　　☎６５－３６８７

　派遣という働き方、及びその利用は、臨時的・一
時的なものであることの考えのもとで、常用代替を
防止するとともに、派遣労働者のより一層の雇用の
安定、キャリアアップを図るため、労働者派遣法が
改正（平成27年９月30日施行）されました。
【労働者派遣法改正の主な内容】
　１．労働者派遣事業は許可制に一本化
　２．派遣労働者の雇用安定とキャリアアップ
　３．よりわかりやすい派遣期間制限の見直し
　４．派遣労働者の均衡待遇の強化
【お問合せ先】　鹿児島労働局　需給調整事業室
　　　　　　　　　　　　　　（☎099-219-8711）

　奄美大島年金事務所では、予約制で年金相談を行っ
ております。年金相談のご予約は、相談希望日１ヶ月
前から電話又は年金相談窓口で受付をしております。
予約受付の際には、相談者及び配偶者氏名・基礎年
金番号・電話番号・相談内容等について確認をさせ
て頂きます。代理人の場合には、委任状と来所され
る方の本人確認ができるもの（運転免許証等）が必
要となります。

※電話番号は右上を参照

Information from town 

【予約申込み電話番号】
奄美大島年金事務所　お客様相談室
TEL　０９９７－５２－４３４１
※ 音声アナウンス後（途中でも可）、１番の後に２番
をダイヤルしてください。

　平成26年11月17日から、奄美群島に住所や事
業所を有する方が使用する自動車（軽自動車や排気
量が126ccを超える二輪車も含む）の新規登録車は
すべて、「奄美ナンバー」が交付されます。（※鹿児
島ナンバーを選択することはできません。
　現在、鹿児島ナンバーを使用しいる自動車は、自
動的に奄美ナンバーにはなりませんが、希望される
方は申請により「奄美ナンバー」に変更することが
できます。
　また、希望されれば４桁の数字が自由に選べる制
度もあります。（詳しくは下記まで）
登録車自動車
【準備するもの】①車検証、②印鑑（認印可）、③自
動車（要封印）　【申請時に確認するもの】①申請書
（用紙代30円）、②自動車税申告書、③手数料納付書、
④廃棄標板返納書（※所有者と使用者が異なる場合
は所有者の委任状が必要です）
軽自動車
【準備するもの】①車検証、②現在のナンバー、③印
鑑（認印可）【申請時に確認するもの】①申請書（用
紙代100円）、②軽自動車税申告書、③軽自動車税
廃止申告書、④廃棄標板返納書（※所有者と使用者
が異なる場合は所有者の申請依頼書が必要です）
《ナンバー代》
一般番号
ペイント式･･･中板1,840円（乗用車等）、大板2,300
円（バス等）、小板690円（2輪）、字光式･･･中板3,680
円（乗用車等）、大板4,600円（バス等）、小板の交
付なし
希望番号
ペイント式･･･中板4,400円（乗用車等）、大板2,300
円（バス等）、小板の交付なし、字光式･･･中板5,760
円（乗用車等）、大板6,640円（バス等）、小板の交
付なし
【手続き先】登録自動車･･･鹿児島運輸支局奄美自
動車検査登録事務所、軽自動車･･･軽自動車検査協
会鹿児島事務所奄美分室
【問い合わせ先】一般社団法人奄美自動車連合会
☎0997-52-1900、Fax0997-52-2582
又は最寄りの整備工場へ

住民課からのおしらせ　１
「司法書士による無料法律相談会の開催」

開催日 場　所 時　間
平成28年１月 13 日（水） 役場研修室 13:00 ～ 16:00
平成 28年 1月 20日（水） 早町支所 13:00 ～ 16:00

住民課からのお知らせ　２
［労働者派遣法が改正されました］

住民課からのお知らせ　３
［奄美大島年金事務所からのお知らせ］

企画観光課からのおしらせ
「奄美ナンバー変更のお願い」
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◀川嶺集落に咲くテリミノ
イヌホウズキ。テリミノイヌ
ホウズキは、ナス科ナス属
で、半日陰や林縁などに生
える一年生草本。高さは 30
～ 60㌢。茎の途中に花序を
出し、花軸の先端のほぼ１
点に集まって４～７個の花
を咲かせる。花冠は白色で
径３～５㍉で、とてもかわ
いい花をさかせていた。
イヌホオズキの花言葉は
「嘘」「嘘つき」「真実」テリミノイヌホウズキテリミノイヌホウズキ

　
浜崎　浜崎　結結

ゆ のゆ の

心心ちゃんちゃん（父　裕・母　麻衣子）（父　裕・母　麻衣子）

木元　木元　俠俠
きょうしろうきょうしろう

志良志良くん（７歳）・くん（７歳）・夢夢
ゆめなゆめな

七七ちゃん（５歳）・ちゃん（５歳）・

心心
こはるこはる

晴晴ちゃん（２歳）・ちゃん（２歳）・大大
たいせいたいせい

惺惺くん（１歳）くん（１歳）

　今月の広報『きかい』の題字は、喜界中
学校３年２組の生徒３人が、校外で見かけ
た動植物の写真を貼り付けて仕上げてくれ
ました。みんなに「将来の夢」を尋ねてみ
ました。辰己くんは「子どもが好きなので
子どもと触れ合える小学校の先生になりた
い」中島くんは「大手企業に就職して、世
界で活躍できるビジネスマンになりたい」
米田くんは「しっかりと勉強して人の役に
立てるような公務員になりたい」と答えて
くれました。
　来年は高校入学を迎える３年生たち。高
校でも羽ばたけるよう残り３ヶ月となった中学
生活で充実した日々 を過ごしてほしいですね。

平成28年度 喜界町職員採用試験（2次募集）に
追加募集がありました。

◆試  験  名 初級（高校卒業程度）
◆試験区分 一般事務（埋蔵文化財の専門的知識を有する者）
◆採用人員 一般事務　若干名
◆受験資格
　一般事務
　 　学芸員の資格を有する者かつ昭和 50 年４月２日以降に生
まれた者で大学において考古学又は歴史学を専攻し、卒業
した者で発掘調査員の経験が 1年以上ある者
◆採用試験日時・会場・内容
　平成 28年 1月24日（日） 午前 9時より　役場 2階委員会室
   教養試験・作文試験・適性検査・面接
◆申し込み受付け期間
　平成 27 年 12月1日（火）～ 平成 28 年 1月8日（金）
　※土日を除く
◆問い合わせ先　役場総務課（65-1111）

　慎重派の長男・俠志良。マイペースな長女・夢七。
シシーマリーだけど優しい次女・心晴。たくましい次
男・大惺。毎日ケンカして泣いて、仲良く遊んで笑っ惺。毎日ケンカして泣いて、仲良く遊んで笑っ
て、ソーガーシー４兄弟。たくさん遊んで、たくさて、ソーガーシー４兄弟。たくさん遊んで、たくさ
ん学んで心も体も大きく大きくなあれ !!ん学んで心も体も大きく大きくなあれ !!（父母より）

『き』　辰己　義
よしや

也くん
『か』　中島　大

ひろき

貴くん
『い』　米田　康

やすと

人くん

【湾】【湾】

　お散歩をしている時。音楽を聴いて踊っている時。お
兄ちゃんと遊んでいる時。にっこり笑顔で楽しく過ごし
ている結心を見て、お兄ちゃんもお父ちゃんもママも心
がほっこり♡時々ケンカもするけれど、思いやりと笑顔
を忘れず、いつまでも仲良し家族でいようね！（父母より）

【【小野津】小野津】
（父　昭博・母　さやか）（父　昭博・母　さやか）
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先
月
号
（
12
月
号
）、
５
ｐ
「
第
53

回
町
民
体
育
祭　

競
技
決
勝
記
録
」

記
事
中
、『
１
０
０
Ｍ
中
学
男
子　

1
位　

喜
島
大
地　

中
里
連
合
』
と

あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
『
喜
島

大
地
』
は
『
基
島
大
地
』、『
中
里
連

合
』
は
『
中
央
』
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

喜界町の推計人口
（平成27年11月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,451 戸（△ 2）
人 口  ・・・・ 7,287 人（△ 6）
男   ・・・・ 3,558 人（2）
女   ・・・・ 3,729 人（△ 8）

（　）は前月比

福
井　

芭は

な奈
（
啓
利
・
赤
連
）

勝
岡　

昊こ
う
だ
い大
（
大
喜
・
小
野
津
）

野
間　

響ひ
び
き貴
（
貴
也
・
湾
）

德
田　

紗さ

わ和
（
英
樹
・
湾
）

　
   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　

氏　

名　

      （
年
齢
・
住
所
）

榮　
　

強
志

政
倉　

禎
夫

齊
藤　

安
子

巴　
　

イ
キ

前
岡　

ま
つ

重
野　

百
合

泰　
　

良
一

（
82
才
・
上
嘉
鉄
）

（
86
才
・
浦
原
）

（
61
才
・
赤
連
）

（
97
才
・
浦
原
）

（
97
才
・
赤
連
）

（
84
才
・
白
水
）

（
83
才
・
中
里
）

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

町
田　

清
子

原
田
千
津
江

政
倉　

慶
一

巴　
　

文
昭

前
岡　

泰
友

赤
連

先
山

浦
原

先
山

赤
連

納付をお忘れなく！（12 月）
【税】固定資産税第３期 12/25まで

【使用料】12月分簡易水道・下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料1/4まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

郡
山　
　

直

栗
脇　

安
弘

久
保　

祥
夫

佐
藤　

正
隆

下
田　

潤
一

豊
原　

秀
和

橋
本　
　

徹

橋
本　

勝
子

林　
　

利
男

齋
藤　

裕
美

井
本　

槇
子

大
学　

恵
子

神
奈
川
県
相
模
原
市

東
京
都
立
川
市

神
奈
川
県
秦
野
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
練
馬
区

神
奈
川
県
横
浜
市

埼
玉
県
白
岡
市

埼
玉
県
白
岡
市

埼
玉
県
和
光
市

神
奈
川
県
横
須
賀
市

大
阪
府
堺
市

大
阪
府
高
槻
市

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

築　
　

敏
幸
（
湾
）

時
本　

ひ
と
み
（
那
覇
市
）

岩
崎　

大
雅
（
荒
木
）

牧
野　

玲
奈
（
赤
連
）

大
信　

道
也
（
川
嶺
）

村
山　

奈
津
子
（
川
嶺
）

子
供
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
め
ば
え
の
会

■ 

寄
付
金

関
西
さ
ん
さ
ん
会（
17
年
生
同
窓
会
）大
阪
府

■ 
一
般
寄
付
金

　

八
月
踊
り
を
自
慢
の
歌
声
で
唄
っ
て
踊
る
盛
さ
ん
は
、
八
月
踊
り
保

存
会
に
所
属
し
若
手
の
育
成
、
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い

つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
朗
ら
か
な
性
格
で
、
友
人
ら
と
ゲ
ー
ト
ー
ボ
ー

ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
毎
日
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

天
気
の
い
い
日
に
は
愛
車
の
原
付
バ
イ
ク
で
颯
爽
と
島
内
を
駆
け
巡
っ
て

い
ま
す
。長
寿
の
秘
訣
は
、「
自
分
で
栽
培
し
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
」と
、

「
ご
先
祖
様
の
お
か
げ
で
明
る
く
前
向
き
に
生
活
で
き
る
こ
と
」
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 27年 12月21日～平成 28年 1月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

喜小喜小
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